
 今後もスチューデントファーストを貫き、生徒 

目線で考え、少しでも生徒が笑顔で楽しい学校生

活を送れるように頑張っていきたいと思います。 

 

 

４ 健康福祉委員会 ※手話でも説明しました。 

 花いっぱい運動は年３回、校内花壇の整備、花

の植え替えを行っています。お花は地域の花屋さ

んに相談し、おすすめの花を購入します。どの場

所に配置したら良いかも写真にて教えてくださる

ので、綺麗にお花を配置することができます。 

 10 月に行う次の植え替えまでに枯れないよう、

夏休みには学校に行って花の水やりをします。遠

くから高校に通う生徒もいる為、水やりの日にわ 

ざわざ来るのは大変ですが、南陵高校では夏休み 

に三者面談があるので、その時に合わせて水やり

をしたり、部活で登校するお子さんにやってもら

ったりと臨機応変に対応しています。 

 美化活動は土曜日の午前中に行っています。各

階大体同じ位置にトイレがあるので２、３人ずつ

のグループになり、清掃等を行っています。その

際、芳香剤、電池（消音機用）、消毒液を持って三

か所に分かれて下の階からこれらの交換をしてい

ます。消毒液はコロナ禍で使用する生徒が多くな

ったように感じます。生徒の使いやすいトイレ作

りをすることも、美化活動の一環だと考え活動し

ています。 
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１ 学校紹介 

 平成 11 年に県立高校改革推進計画において、横

浜日野高校と野庭高校が統合して開校した学校で

す。四季折々の花が美しい日野中央公園の近くに 

あり、通学に置いてもアクセスがしやすい場所に

あります。現在 20 学級 781 名の生徒が在学してお

り、賑わいのある学校生活を送っています。 

 

２ PTA 組織について 

 横浜南陵高校 PTA は、本部と健康福祉委員会、

学年委員会、広報委員会と４つの柱で構成されて

おり、時代のニーズに乗り、昨年度から委員会の

役員は希望性を取っています。 

 

 

３ PTA 本部  ※手話でも説明しました。 

 PTA 本部では、子供達の為に私達が出来る事 

を、学校や地域と連携し、会員同士が助け合いど

んなサポートができるのか話し合い、活動してい

ます。文化祭においては、横浜南陵高校のロゴが

入った南陵グッズ等を販売し、文化祭実行委員会

の生徒と話し合い、売上からテントを購入するこ

とができました。 

 観劇の企画では、日頃の忙しさを忘れて、楽し

いひと時を過ごしてもらうため実施しています。 

今年度は劇団四季の「アラジン」を観賞する予定

です。例年、鑑賞後は、食事会を設け、情報交換

の場として賑わっています。 

 卒業式では、新たな門出を祝い、コサージュ

と、南陵どら焼きを生徒全員に配付しています。

また、寒い時期なのでカイロを用意し寒さ対策に

も万全の準備をしています。 



 

 
５ 学年委員会  ※手話でも説明しました。 

 学年委員会は、会員と学校との連携調整にあた

るとともに、行事やイベントの企画調整を通して

会員相互の交流を図ります。５月の学年懇談会の

お手伝いからスタートし、制服のリサイクル活

動、南陵祭の出店、保護者向けの講習会又は講演

会など、学校と連携してさまざまな活動を行って

います。月の定例会では、学年の垣根を越えて情

報を共有できるような雰囲気作りに努め、有意義 

な場となるよう活動しております。 

 令和４年度から担当となった制服リサイクル活

動は、少しずつ浸透し、南陵生を支えています。

SDGｓに通じる取り組みをしており、今後はより

学校行事を活用して、回収や提供の場を考えてい

きたいと思います。 

 ３年ぶりに行われた令和４年度の南陵祭は、学

校全体が喜びに満ち溢れていました。最初で最後

の南陵祭となった３年生の笑顔と「楽しかった

…」の言葉が忘れられません。 

 講習会・講演会の開催は、保護者の親睦を図る

事はもちろん、楽しい時間、有意義な時間、癒し

の時間を過ごしていただけたらとの想いで準備に

取り組んでおります。昨年度は、ちりめん細工で

お正月飾り作り、今年度は、「ダブルケア・ヤング

ケアラー」という講演会を予定しています。 

 

 
 

５ 広報委員会  ※手話でも説明しました。 

 広報委員会は、職員紹介や学校行事などを掲載

した広報紙を年２回発行しています。学校行事で

は、生徒の皆さんが楽しむ様子や、真剣に取り組

んでいる姿を、近い距離で撮影や取材をしていま

す。行事の撮影は、１日中撮影をして大変なこと

もありますが、私たちも行事に参加している気持

ちになり、とても楽しんで撮影をしています。学

校でしか見られない生徒の様子をお伝えできるよ

うな広報紙の発行に取り組んでいます。 

 広報紙の発行を終えると、生徒配布用に各クラ

ス毎の部数に仕分け、先生に配布依頼を行いま

す。また、神奈川県の高校・横浜市内の中学校宛 

に広報紙の郵送も行います。200部近くを郵送する 

ため、封詰め、宛名ラベル貼りなど地道な作業を

行いますが、皆で揃って作業を行うとあっという

間に終えられます。集まって作業することで、連

帯感も生まれ、意外と楽しい時間です。 

 定例会は、月１回ペースで全学年の委員が集ま

ります。日々、連絡ツールでの情報共有を進めて

いますが、顔を合わせて話すことも大切です。広

報委員の人数は少ないので、「やれる人がや

る ！」を合言葉に、各学年が協力し相談しながら 

取り組んでいます。広報紙の発行や運営委員会で

は、初めて取り組むことも多くありますが、日々

学んで行動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 副会長の野望 

 断れない性分から副会長をやることにしました

が、やると決めたら全力でやります！ 

 

 １．トイレのリノベーション 

   外のトイレが古くなっているので、見積も 

   りをとり、文化祭の売り上げを参考にし、 

   何年で建て替えられるか企画書を作る。 

 

 ２．南陵祭での未成年の主張 

   生徒会とコラボして名物企画を作る。 

 

 ３．自販機内容の検討 

   高校生が必要な飲み物を検討し販売して 

   もらえるように交渉する。 

 

 ４．売店 

   いろいろなものを入れ売店のメニュー表 

   などを作成し生徒が利用しやすい環境づ 

   くりを進める。 
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 横浜南陵高校の PTA の皆さん、本日は本当にあ

りがとうございました。 

 今、本当に先ほどのコメントではないんですけ

ど、楽しませていただきました。本当にありがと

うございました。と同時にですね、実は危機感を

覚えました。もしかしたら、今、もう私。学校の

職員よりも保護者の皆さんの方が、学校に対して

の思いが熱いんではないかと、ちょっとこれはま

ずいなというふうに思いました。でもね、本当に

素敵で、手話を覚えるというのは、本当に大変な

んですよね。私は頑張りましたけど、五月ぐらい

にね。でもなかなか覚えられなくて。三日ぐらい

経つと、あれこんにちはってどうだっけというふ

うになってしまって。なのに、ここで披露してく

ださったのは、本当にすごくなと思います。皆さ

んの気持ちの熱さが本当に伝わってくるいい発表

だったと思います。助言とかそんな言葉は、逆に

私の方にしていただきたいぐらいでしたので、こ

れからもですね、ぜひ、ぜひ南陵高校を支えて、

私たちもしっかり見ていきますので、どんな学校

になるのかな。トイレがどれぐらいきれいになる

のかな。楽しみです。本当にありがとうございま

した。実は、私自身も高校生の子どもを持つ母親

ですので、何か保護者として深い反省をいたしま

した。もう少し学校のために私も頑張らなきゃな

と思います。 

とても勇気をいただきました。ありがとうござい

ました。 

 

  

 


